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第１章 19 世紀末から第一次世界大戦までのオランダの近代化 

－政治、経済、都市、文化における動向－ 

 

1-1. はじめに 

 

第１章は、1880 年代から設計活動を始め、1890 年代から独立して活動して独自の建築理

念を構築していったベルラーヘの社会・文化的な背景を捉えることを目的としている。オ

ランダが 19 世紀半ばから第一次世界大戦頃までの間に、政治、経済、工業化、労働組合運

動、社会主義運動、住宅・都市問題、文芸運動などの様々な側面において、どのような変

化を遂げ、また同時にどのような問題を抱えていたのか、その動向を考察する。 

 

1-2. オランダの政治と労働運動 

 

19 世紀半ばの自由主義的変化 

1789 年に起きたフランス革命と、革命の波及を恐れたヨーロッパ各国の干渉により勃発

したフランス革命戦争のさなか、オランダ本国は 1795 年にフランス革命軍によって占領さ

れ、フランスの衛星国としてバタヴィア共和国（1795 年～1806 年）となる。1806 年にバ

タヴィア共和国に代わって成立したホラント共和国（1806 年～1810 年）は、1810 年には

フランス帝国皇帝ナポレオン・ボナパルト（Napoléon Bonaparte, 1769-1821）によってフ

ランス帝国に併合された。その後勃発したナポレオン戦争終結後の 1815 年に開かれたウィ

ーン会議においてネーデルラント連合王国が成立すると憲法が発布された。国王は政策決

定権を与えられ、立法や司法にも大きな影響力を持った。国王の影響は「議会」

（Staten-Generaal）にも及んだ。国王は終身の第一院（上院）を任命し、州議会によって

選ばれる第二院（下院）の構成と機能に対しても影響力を持っていた1。 

1840 年と 1848 年に憲法が改正された。特に 1848 年は、ヨーロッパ各地で革命（1848

年革命）の嵐が吹き荒れた年であり、オランダもその影響を逃れなかった。自由主義者の

指導者トルベッケ（Johan Rudolf Thorbecke, 1798-1872）は憲法の草案を議会に提出する

と、連邦議会はそれをただちに承認した。その中で最も重要であったのは、第一院の議員

が、国王によってではなく、直接選挙によって選ばれる州議会議員によって選ばれること

が記されたことである2。これによって、政府は国王に対してではなく、議会に対して責任
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を負う議員内閣制が成立した。さらに、第二院の議員は直接選挙によって選ばれることが

記された。その他、少数派の宗派も含め、全ての宗教に平等な法的地位を与えたこと、国

家による公教育を定めたこと、言論、集会の自由を保障した3。こうして、現在のオランダ

の基礎が築かれたのが 1848 年であった。 

この自由主義的な変化は、社会内部に自由主義的な動きがあったことによるものではな

く、ヨーロッパ全体の動向に連動したものであったため、その後自由主義が支配的な勢力

となることはなく、自由主義、プロテスタント、カトリックなどが互いに拮抗し、時に協

力する状態が続いた。しかしその後、産業資本主義や自由主義が勢力を増したため、これ

に対抗すべくプロテスタントの運動が活発化し、1878 年には A.カイペル（Abraham 

Kuijper, 1837-1920）率いる「反革命党」（Anti-Revolutionaire Partij：ARP）が設立され

た4。自由主義者たちは 1885 年に「自由主義連合」（Liberale Unie）を設立した。ローマ・

カトリックの指導者ヘルマン・スハープマン（Herman Schaepman）も 1883 年に政治的

マニフェストを掲げるが、政党発足には至らず、「国家カトリック党」（Rooms Katholieke 

Staats Partij：RKSP）が設立したのは 1926 年であった5。1897 年、1905 年、1913 年の

選挙を通じて、第二院の最大勢力となったのは「自由主義連合」であった。 

 

労働組合の設立と社会主義運動 

一方、19 世紀後半のオランダでは、工業化に伴って発生した労働問題によって労働組合

が設立され、それが社会主義運動と結びつき、次第に新興の政治勢力として発言力を増し

てゆく。1850 年代から 60 年代のオランダでは、植字工、タバコ職人、家具職人などに大

量生産技術が導入された結果、労働の低賃金化を招いていた。オランダには、泥炭労働者、

ポルダー労働者、鉄道労働者、農業労働者の間にはストライキの伝統があり、都市の労働

者の手本となったことなどが、労働組合の誕生に繋がったという6。植字工が 1866 年に設

立した「全オランダ植字組合」（Algemeene Nederlandsche Typografenbond：ANTB）は、

オランダにおける最初の労働組合である7。これに続いて、多くの労働組合が設立された。

その主な要求は、賃金の値上げと労働条件の改善であった。しかしながら、初期の労働組

合はストライキを起こすために備えた基金もなく組織的に脆弱であり、雇用主に対する劣

等感や依存心が強かったため、消滅するものも多かった8。1865 年から 1875 年の間に、ア

ルンヘムやフリースラントを中心とした地域を中心として職人たちの組織が設立されたが、

それらの多くは雇用主との協力関係に基づくものであった。しかし、職人たちの間に賃金



42 

の値上げを求める声が徐々に高まり、1869 年には労働組合活動家ヘンドリック・ヘルハル

ト（Hendrik Gerhard, 1829-86）を中心として最初の社会主義労働組合である「オランダ

労働者組合」（Nederlandsch Werklieden Verbond：NWV）が設立された。NWV は労働者

の権利獲得と政治権力の奪取を謳った第一インターナショナルのオランダ支部となった9。

NWV に参加した労働組合は殆ど無かったものの、NWV はオランダにおける社会主義の最

初のグループとして重要である10。NWV は第一インターナショナルと同様に過激で急進的

な思想を掲げていたため、殆どの職人や労働者が距離を置いており、1874 年には消滅して

しまう。NWV の指導者たちは、1871 年に設立された全オランダ労働者組合（Algemeen 

Nederlandsch Werklieden Verbond：ANWV）に身を置いていた。この ANWV は実質的

には自由主義の多数派のみならず、第一インターナショナルのメンバーや保守的なキリス

ト教国家主義者とも連携する姿勢を見せ、階級闘争の思想を排し、雇用主との協力関係の

中で職人たちの労働条件の改善を求めていこうとしていた11。 

そのような国際主義を否定した社会主義以外の労働組合としては、カトリックの

「Catholic group Association of the Companions of St.Joseph」（1869）、プロテスタント

と保守派の「Patriotic Workingmen’s Association」（1871）、自由主義左派の「General Dutch 

Worker’s Union」（1871）、プロテスタントの労働組合「Patrimonium」（1876）、ローマ・

カトリックのアルフォンス・アリエンス（Alphons Ariens）にる「ローマ・カトリック労

働者組合」などが設立されていた。 

1878 年には、社会主義を掲げた元 NWV の指導者によって社会民主主義組合

（Sociaal-Democratische Vereeniging：SDV）などが設立されたが、1881 年には元ルター

派の牧師であった F.ドメラ・ニーヴェンハイス（Ferdinand Domela Nieuwenhuis）によ

って設立された社会民主主義同盟（Sociaal-Democratische Bond：SDB）に統一された。

SDB はオランダにおける最初の社会民主主義政党である12。ニーヴェンハイスは 1888 年に

党で最初の議員に選出された。SDB は革命的な思想を持っており、議会制度を否定し、無

政府主義（アナキズム）を掲げていた。SDB 内部では、これに反対する議会派が増加し、

1894 年には社会民主主義労働党（Sociaal Democratische Arbeiders Partij：SDAP）が設

立された13。SDAP の政治的立場は民主左派であり、労働運動を支持する一方で、議会政治

を通じて社会改革を達成しようとしていた14。1890 年代の半ばに始まる経済成長は、そう

した漸進的な労働運動を可能にしたのであった15。また、1894 年は全オランダ・ダイヤモ

ンド労働者組合（Algemeene Nederlandsche Diamontbewerkers Bond：ANDB）が設立
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された年でもある。 

SDAP の創設者の一人でもあった F.ファン・デル・フース（Frank van der Goes）は、

SDAP の理論的、科学的討論の場として 1896 年に『新時代』誌（Nieuwe Tijd）を創刊し、

オランダ国内におけるマルクス主義の流布に努めた。ファン・デル・フースとの接触を通

じて、多くの著作家、詩人などの知識人が SDAP に加入した。その中には、F.M.ヴィーバ

ウト（Florentinus M. Wibaut）、詩人のヘルマン・ホルテル（Herman Gorter）、ヘンリエ

ッテ・ローラント・ホルスト（Henriette Roland Holst）、ピーテル・ヴィーデイク（Pieter 

Wiedijk）などが含まれていた16。ベルラーヘは、SDAP には加入しなかったが、そうした

知識人のサークルと交流を持っていた。 

1903 年はオランダの社会主義政党にとっては非常に重要な年であった。大規模な鉄道ス

トライキの後、政府は社会主義政党に対する締め付けを強化しようとし、労働組合はそれ

に対してストで応じようとしたが、失敗に終わった。その後、フリース人の詩人で弁護士

であった SDAP の P.J.トルールストラ（Pieter Jelles Troelstra）らは、階級のない社会と

いう、社会主義者としてのイデオロギーを示すと同時に、現在の政治システムの中での実

現可能な目標に対して働きかけるというより漸進的な方向を打ち出した17。 

こうして SDAP の党活動においては、革命的な思想は付随的なものとなる一方、SDAP

内部の急進派はトルールストラの改革主義と議会制民主主義への依存を激しく非難するよ

うになる。1907 年には J.C.セトン（Jan Cornelis Ceton）、D.ヴェインコープ（David 

Wijnkoop）、ヴィレム・ファン・ラーフェステーイン（Willem van Ravesteijn）らは、SDAP

の指導者を非難するため、『トリビューン』（De Tribune）紙を創刊した。1909 年に彼らは

SDAP を追放されると、ただちにオランダ社会民主党（Sociaal Democratische Partij：SDP）

を設立した18。1909 年には数百人のマルクス主義者が SDAP を離れ、SDP に合流した。し

かし、一般党員はトルールストラを支持していた。第一次世界大戦前夜には SDP は一議席

も持たず、大衆運動にはならず、単なる政治クラブでしかなかった。ヴィーバウトやファ

ン・デル・フースは SDAP に残った。第一次世界大戦前夜には、こうして、オランダにお

けるマルクス主義者は 2 つに分離したのだった19。ヘンリエッテ・ローラント・ホルストも

SDAP に留まったが、党派闘争にあらわれた陰湿さに嫌気がさし、心身が衰弱する中で、

1911 年には一切の政治活動から身を引く覚悟で SDAP を離党したという20。 

第一次世界大戦が勃発すると、SDAP はフランスやオランダの社会民主主義政党と同様

の反応を示した。ドイツがロシアに対して宣戦布告すると、第二院（下院）は臨時議会を
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招集した。SDAP の議員はそれまで軍事予算に反対し、党の指導者は反戦活動や平和運動

を党活動の一部として認めてきた。議会では、中立の立場は厳守するものの、SDAP の下

院議員の多くは内閣が求めていた軍の予算を認めたのだった21。トルールストラは議会にお

いて体制への支持を表明した。トルールストラが手を返したように軍国主義、国家主義の

方向性に転換したことに対して、SDAP 内部の平和主義者や非軍国主義者から批判が噴出

した。その急先鋒はトルールストラの友人であったマルクス主義理論家のルドルフ・クイ

ペル（Rudolph Kuyper）であった。クイペルは小冊子を発行してトルールストラを非難し、

社会民主主義の平和主義者と非軍事主義者を結集した22。こうした第一次世界大戦をめぐる

一連の政治的な動きは、例えばベルラーヘが 1915 年に出版した『人類の聖堂』における平

和主義と国際主義の提唱など、ベルラーヘの思想にも多少なりとも影響を及ぼしたと考え

られる。この点については第４章の中で考察を行う。 

1918 年 11 月 11 日、P.J.トルールストラは、ブルジョワジーがプロレタリアートに権力

を譲るときが来たとロッテルダムにおいて宣言し、翌日の議会演説でもそれを繰り返した。

この突然の革命的な弁論は、ドイツ革命の過大評価や、その前の週に起きたオランダ軍部

の暴動や民間人の抗議運動、ロッテルダム市長ツィンメルマン（Zimmerman）によるプロ

レタリアートへの権限移譲に対する肯定的な発言によって引き起こされたものと考えられ

ている。トルールストラは議員、労働組合の指導者たち、SDAP の指導者たちにことごと

く否定され、その発言は社会主義者に対する反発を招き、1920 年代のオランダ政治を保守

的な方向に導いた23。 

このように、19 世紀後半から 20 世紀初頭のオランダ社会は、政治的にはカトリック、プ

ロテスタント、社会主義、それらよりは緩やか繋がりとしての自由主義という４つの柱を

中心に構成されていった。このような宗教やイデオロギーの違いは、その後のオランダに

おいて、政党活動に留まらず、人々の生活全てに影響を与えるようになってゆく。第一次

世界大戦の頃から 1960 年代まで存在していたオランダ社会のシステムは「柱状化」

（verzuiling）社会と呼ばれ、政党を頂点として、雇用者団体、労働組合、農民団体、学校、

大学、新聞、出版社、放送局、医療システム、スポーツクラブ、銀行、保険などににわた

って、徹底して独自の系列化・組織化が進められ、社会的な棲み分けがなされた24。（なお、

オランダ社会においては、以前として柱状的な風潮は残っている。） 
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1-3. オランダの経済と工業化 

 

ナポレオン戦争終結後の1815年に開かれたウィーン会議においてネーデルラント連合王

国が成立した後、1830年には蘭領東インド総督ファン・デン・ボス（Johaness van den Bosch）

により「強制栽培制度」25が導入された。これは、蘭領東インドの原住民にヨーロッパ向け

の輸出用作物を栽培させ、原住民の首長を通じて取得した生産物を植民地政庁が指定した

工場で加工したのち、 1824 年に設立された国策会社であるオランダ商事会社

（Nederlandsche Handel Maatschappij：NHM）が独占的にヨーロッパへ輸送し販売する

というものであった26。「強制栽培制度」導入の目的は、ナポレオン戦争（1803 年～1815

年）への参戦、ベルギー独立革命（1830 年）に対する軍事的侵攻、蘭領東インドにおける

パドリ戦争（1821 年～1837 年）やジャワ戦争（1825 年～1830 年）などの反植民地戦争に

対する軍事費など、多額の支出を強いられたオランダ本国政府の危機的な財政状態を克服

することであった27。要するにこれは、植民地の原住民に課した強制労働で得られた生産物

を、オランダ伝統の中継貿易によって利益を得ることを企図していたのである。「強制栽培

制度」の運用は成功して莫大な利益を上げ、オランダ本国政府の財政は好転し、本国では

多くの企業が設立され、大規模な設備投資が可能となり、オランダの工業化と近代化を助

けることとなった28。 

しかしその一方で、蘭領東インドの原住民に対する搾取は過酷を極めていたことは事実

である。社会批評家で、1839 年から 1852 年まで蘭領東インド各地で植民地官吏として勤

務していたエドゥアルト・ダウエス・デッケル（Eduard Douwes Dekker）は、オランダ

本国に帰国後の 1860 年に、「ムルタトゥーリ」（Multatuli）の筆名で、オランダによる植

民地支配の過酷な実態を内部告発した小説『マックス・ハーフェラール』（Max Havelaar）

を発表して世論に大きな影響を与えた。その後、オランダ議会の中で「強制栽培制度」に

反対する自由主義勢力が発言力を増し、1870 年には「強制栽培制度」は段階的に廃止され

ることが決定され、これに代わって「砂糖法」と「農地法」が施行された29。しかしながら、

植民地支配そのものはその後も続いたのだった。 

19 世紀半ばまでのオランダでは、工業化は殆ど進展せず、農業が主要な産業のままであ

った。つまりオランダの工業化は、隣接するドイツやベルギーのように、イギリスに始ま

った産業革命の波に即座に乗ることはできずにいた。それというのも、オランダはイギリ

ス、ドイツ、ベルギーほどには天然資源に恵まれていなかったため、オランダにおける工
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業化とは、そうした国々のように鉱工業、石炭業、綿工業などにおける大規模なものでは

なく、家族で営業しているような小規模な製造業者（家内工業的零細経営）における工業

化を指していたのである30。そのため工業化の速度は周辺諸国に比べ遅く、生産方法は前資

本主義的な性質を持つものが多かった。多くの産業は地方にあり、南部に行くほど封建的

な考えの経営者が多かった。（社会主義や労働運動の中心が、封建的な生産方法に殆ど影響

を受けていなかったオランダ北部であった31のは、そうした理由によるものと思われる。）

また、工業化の遅延は、輸送網の基盤整備の遅延によるものであるとの指摘32もある。 

1848 年に憲法が改正されたこと、1849 年以来の自由経済政策、鉄道や運河等の産業基盤

整備、海上運輸、ライン河航行の発展、ロンドンで開催された万国博覧会（1851 年）の刺

激等によって、1850 年から 70 年にかけてオランダはようやく産業革命の時期を準備した。

1870 年ごろまでに後背地ドイツの産業発展、蘭領東インドの「強制栽培制度」廃止による

自由農業企業の発展が自由貿易に拍車をかけ、植民地物産の加工業や中継貿易を繁栄させ

た33。 

こうして 1870 年頃から始まった工業化は、1890 年代に生産の機械化が急速に進行し、

1914 年までにはオランダは近代的な工業国家へと変貌を遂げつつあった34。オランダにお

ける工業化は、大都市の中心において進展したのではなく、地方都市（メロー・エンスヘ

デの紡績工場、フェイエノールトの造船・機械、ウェルクスポールの機械、マーストリヒ

トのガラス・製陶など35）において進展したため、労働者階級は各地に分散する結果となっ

た36。ロッテルダムやアムステルダムには多数の港湾労働者がいたものの、どちらも工業都

市ではなかった。ロッテルダムは輸送の中心であり、アムステルダムは商業、金融、行政

の中心であった37。 

 

1-4. オランダの人口と都市問題 

 

1-4-1. オランダの人口 

 

オランダ全体の人口は、1830 年には 261 万人であったのが、19 世紀末には 510 万人に

まで増加し、その後も増加を続けた（表 1-1）。オランダはヨーロッパでも最も都市化の進

んだ国の一つである。1850 年には全人口の 21.7%が都市に集中しており、1900 年には

39.3%、1920 年には 45.7%にまで増加した38。 
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表 1-1：1830 年から 1971 年までのオランダの人口（増加率） 

 

 

表 1-2. 1859 年から 1965 年までのアムステルダムの人口 
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産業革命、工業化がもたらした都市への急激な人口集中は、投機対象としての住宅の

増加、その結果としての居住環境の悪化という社会問題に直結した。1860 年には約 24

万人だったアムステルダム市の人口は、1870 年付近を境に一気に増加傾向に転じ、1880

年には約 31 万人、1900 年には約 51 万人にまで膨れ上がった。都市部の急激な人口増

加により住宅の絶対数が不足するとともに、居住環境、衛生状態は劣悪で労働者の生活

環境は悲惨を極め、その改善は国家の喫緊の課題となっていた。その状況はアムステル

ダム市の検査官の次の言葉が物語っている。 

 

「木製の床はすりへり、地面が見えてしまっている。不快な臭いが家中に充満している。

外壁のひびが内側まで伸びてきてしまっている。壁は非常に湿気を含んでおり、壁紙がは

がれ落ち、カビが生えている。室内は日中にも関わらず非常に暗く、検査官がメモを取る

のに蝋燭が必要であった。全く修理が施されていない家には虫が這いずり回り、子供たち

は家族が使用するトイレと繋がった床で寝ている…。」39 

 

アムステルダムの最下層の人々が住む地区の住居には湿気が蔓延し、衛生状態は悪く、

階段は暗く急であり、害虫が蔓延っていた。これは最悪の例であるが、それでも、アムス

テルダムにおける劣悪な住宅事情は、そうした最下層の人々に限られたことではなかった40。 

 

  

図 1-1：アムステルダムの 19 世紀の投機的住宅 図 1-2：アムステルダムの典型的な 

アルコーブ型就寝空間型住宅 
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あらゆる労働者は不動産市場の影響にさらされていた。地価の上昇と、住宅不足に乗じ

た不動産業者による投機的な住宅の建設が蔓延していた。事務職や下級官吏といったホワ

イトカラーの労働者や、教師なども、港湾労働者、建設作業員、ダイヤモンド研磨工など

と同様にそうした影響を逃れなかった41。世紀転換期において、アムステルダムの人口の多

数が劣悪な住環境に苦しんでいることが明らかになると、改革の必要性が論じられるよう

になる。改革派はスラムの現状を出版を通じて世に知らせ、直接的な影響を受けていない

人々も住宅問題に関心を持つようになった。 

 

1-4-2. 1902 年の「住宅法」（Woningwet） 

 

19 世紀末においては、住宅不足の問題は慈善活動機関が取り扱っていた。善意の富

裕階級や人道主義的な社会主義によって動かされた個人が、1851 年に「労働者階級の

ための組合」を設立し、住宅建設を行った。これに続いてオランダ各地で組合が設立さ

れ、住宅を供給していたが、それらの多くは慈善活動的な側面と同時に投機的な側面を

持ち合わせており、住宅建設によって生じた利益は良質な住宅建設へ還元されることは

なかった42。その後、1860 年代には労働者自らが協同組合を設立し、住宅建設をマネ

ージメントする試みも見られる43。自治体レベルでも住宅に関する規制は存在していた

が、中途半端なもので、労働者の居住環境を改善するには至らなかった44。労働者の居

住環境の真の改善には、国が政策として取り組む必要があったのである。 

国も住宅問題に無関心だったわけではない。1840 年代後半から 1850 年代前半にか

けて、劣悪な住宅地区を中心としてコレラが蔓延したことにより、オランダ政府は「王

立技術者協会」に問題の所在と救済策を検討させた結果、建物の高さ、隣接距離、換気、

採光、暖房、トイレ、下水道設備等を改良する必要があるという報告が提出されたもの

の、人口が増加し続けていた都市の中心部では、もはや改善することが不可能なほどに

スラム化が進行していた。その後、1896 年には『国民住宅の質問』と題された報告書

が出版された。これは建設組合に対する低利率での資本の貸付、同組合への低価格での

土地の払い下げ、建築物の集団既定の作成、スラム街一掃のための土地収用権の使用を

推薦したものであった45。 

こうした流れを受け、自由統一党出身の H.G.ボルヘジウス（Hendrik Goeman 

Borgesius, 1847-1917 ） 46 は、「社会正義内閣」と呼ばれたピーアソン内閣
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（Kabinet-Pierson, 1897-1901）時代に内務大臣を務め、1899 年には「住宅法

（Woningwet）」の法案を提出した。法案は 1901 年に可決され、1902 年の 7 月 2 日に

施行された。この法律によって、自治体が住宅や都市の問題に働きかけることが公的に

認められたことになる47。 

その第１条は「住宅の質に関する基準」であった。これは都市計画について定めた第

６条と共に法的拘束力を持っていたため、アムステルダム市議会は新しい住宅の質を規

定するための建築条例を定めなければならなかった。こうして 1905 年にはアムステル

ダムで最初の「建築条例」（bouwverordening）が導入されたことは、居住環境の水準

の大幅な向上に繋がるものであると同時に、建物の美的側面が重視されることを意味し

ていた。 

また、「住宅法」によって地方自治体は、自治体自身か、あるいは住宅条件を改善す

る目的のためだけに設立された住宅組合によって建てられる住宅に対して、国からの借

金を申請することが可能になった。そうした組合は、商業的な建設主に対してモデルを

提供することとなった。商業的な建設主も、引き上げられた住宅の基準に劣らない安く

て優れた物件を作らざるを得なくなると考えられたのだ。もちろん、全く利益の上がら

ないような、民間業者が扱わないような物件に対しては、政府や自治体が手掛けること

もあったが、「住宅法」の趣旨は、政府や自治体が全てを賄うことではなく、居住環境

の水準が高いものを、政府・自治体または住宅組合によって建てられた住宅において実

現し、民間業者に模範を示すことが目的であり、住宅建設はあくまでも民間によってな

されることが求められていた48。 

 

1-4-3. 住宅組合の設立と集合住宅建設への建築家の関与 

 

住宅法の成立後、投機的要素を排除し、住宅建設のみを目的とした協同組合運動が活

発化し、1906 年までに 14 組合が設立され、1918 年から 20 年にかけては、743 もの組

合が設立され、さらに 1922 年までに 1341 もの組合が設立された。これらの住宅法の

成立後に設立された住宅組合の中でも、最も古く、活発な住宅組合とされるロッホダー

レ住宅組合（Woningbouwcorporatie Rochdale）は、集合住宅の建設に際して建築家フ

ァン・デル・ペック（Jan Ernst van der Pek）を雇用した。これは、住宅組合が集合

住宅に際して建築家を雇用した初の事例であったと言われている。住宅法成立以前の
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19 世紀における投機的住宅の建設業者は、計画から建設に至るまでほぼ全ての過程を

管理していたことを考えると、これは画期的なことであった。1910 年から 1923 年の

間、アムステルダムの住宅組合は 11,867 戸の住宅を建設し、アムステルダム市は 4,710

戸の住宅を建設している。 

「住宅法」の遂行のため、アムステルダム市は 1902 年に「建設・住宅検査局」（Bouw en 

Woningtoezicht）を設立し、J.W.C.テレヘン（J.W.C.Tellegen）が局長に就任する。テレヘ

ンは基準以下の住宅をなくすために努力したが、既存の住宅を排除することは容易ではな

かった。1914 年になってようやく、社会民主主義労働党（SDAP）によって提案された市

営住宅の建設が承認された。市議会によって、住宅建設を担当する市議会議員が指名され、

助言委員会が設立された。また、市営住宅や新たに設立された住宅組合を監督するための

組織として、「住宅局」（Woningdienst）が設立された49。 

1914 年以降になると、社会民主主義者が重要なポストに就き、SDAP の党の方針が住宅

改良に反映されてゆく。住宅建設を担当した最初の市議会議員は、SDAP の主要メンバー

の F.M.ヴィーバウト（F.M.Wibaut）であったし、「住宅局」の初代局長は、「住宅法」の成

立以来、住宅問題に関わり続けてきた A.ケプレー（Arie Keppler）であった50。 

第一次世界大戦によって引き起こされた建設材料不足と労働力不足により、住宅産業は

崩壊に瀕したため、政府が大量の資金を投下せざるを得ない状況に陥った。第一次世界大

戦がはじまった 1914 年から 1922 年にかけては、住宅組合と自治体によって建設される住

宅の数が、民間の業者による数を上回った。この時期には、自治体が実質的に住宅建設を

担う存在となったのである。これは、アムステルダム派の活躍とも大いに関連していると

思われる。その後、政府は民間セクターの刺激策として補助金の交付なども行っている。

こうして、アムステルダムにおける住宅改革は、19 世紀から 20 世紀にかけて、アムステル

ダム市（行政）が住宅の質に責任を持ち、同時に方針決定を行っていくというように、大

きな変化を遂げたのである。こうした経緯から、アムステルダム市の住宅建設に大きくコ

ミットすることになったアムステルダム市やその付属組織にアムステルダム派の建築家や

アムステルダム派を擁護する人物が多かったことが、1910 年代後半から 20 年代半ばにか

けてのアムステルダム派の活躍に直結していたといえる。 
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1-5. 19 世紀末以降のオランダ文芸運動 

 

19 世紀以降のオランダの文学や芸術の動きを見ると、まず、1837 年に E.J.ポットヒーテ

ル（Everhardus Johannes Potgieter）が創刊した雑誌『道案内』（De Gids）誌の影響のも

と、ヤコブ・ファン・レンネップ（Jacob van Lennep）の歴史小説や、詩人でもあった J.A.

アルベルディンク・テイム（Josephus Albertus Alberdingk Thijm）、C.ブスケン・フーエ

ト（Conrad Busken Huet）らが活躍した。しかし、19 世紀末になると、『道案内』は伝統

主義的な文学雑誌と看做されるようになっていた51。1880 年代のアムステルダムの詩人や

文筆家などからなる芸術家たち、通称「80 年代の人々」（Tachtigers）はオランダ文学界を

支配していた伝統主義的な慣習を打ち破り、新しい風を吹き込もうとする運動を展開した。

これは「80 年代の運動」と呼ばれたもので、内田（1998）によると、「その運動は、当初

は資本主義的近代化をオランダ文化再生の好機と捉える文芸復興運動として始まり、その

なかで、オランダの黄金時代であった 17 世紀オランダ文化を生みだした、あるいは担った

思想や文芸活動、さらには他のヨーロッパ諸国における国民文学形成の運動や思想を積極

的に研究した。」52とされており、「80 年代の人々」（Tachtigers）と呼ばれたヘルマン・ホ

ルテル（Herman Gorter）、ヴィレム・クロース（Willem Kloos）、アルベルト・フェルヴ

ェイ（Albert Verwey）らは、個人主義的な詩のスタイルを追求した。「80 年代の人々」を

代表する雑誌は、伝統主義的な『道案内』誌に対抗して 1885 年に創刊された『新道案内』

誌（De Nieuwe Gids）であった。『新道案内』誌の副題は「文学、芸術、政治、科学のため

の雑誌」とされており、実際に誌や文学のみならず、政治に関する話題が多くのページを

占めていた。中でも詩人のヴィレム・クロース（Willem Kloos）は、「芸術は、最も個人主

義的な感情の、最も個人主義的な表現であるべきである。」53と唱えて極端な個人主義とロ

マンティシズムに芸術の基盤を求めていた。 

1890 年以降にはそうした個人主義は行き詰まりを見せ、もはや芸術の確かな拠り所とは

なり得なくなっており、『新道案内』誌内部において亀裂が生まれた54。『新道案内』誌の主

要メンバーであり、ベルラーヘとも親交が深かったA.フェルヴェイはW.クロースと対立し、

1889 年には袂を分かつとともに、個人主義や審美主義から距離を置き始まる。1894 年には

L.ファン・デイセル（Lodewijk van Deysel）と共に『隔月雑誌』（Tweemaandelijksch 

tijdschrift）を創刊する（1902 年以降は『20 世紀（De XXe eeuw）』誌と改称）。1905 年

に創刊した『運動』（De Beweging）においては『新道案内』誌の方向性を大きく修正し、
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以後 1920 年代にかけてオランダ文学界において中心的な役割を果たしていく。フェルヴェ

イは芸術家に課せられた第一の役割は、個人的な感情を表明することではなく、個人と共

同体を包みこむイデア、精神的な力を表明する芸術に向かうべきであると考えるようにな

っていた。ファン・デイセルは、こうした動きを「ゾラからメーテルリンクへ」と表現し、

自然主義から神秘主義への発展と捉えた55。 

こうした神秘主義への傾向は世紀転換期のヨーロッパにおいてしばしば見られたもので、

「知覚を越えた世界に接触をはかろうとするもの」であり、その形而上学的な方向性は、

神智学、仏教、新プラトン主義、精神主義、オカルティズム等、様々な形となって表れた

という56。ベルラーヘの様々な言説から、神智学への接触は確かにあったと思われるが、検

証のための素材の少なさから、具体的にどのような形で関わりがあったのかは全く明らか

にされておらず、本論文においても取り扱ってはいない。 

『新道案内』誌の個人主義的傾向に対するもう一つの方向性は社会主義であった。政治

評論家で後に SDAP の創設者の一人となった F.ファン・デル・フース（Frank van der Goes）

は資本主義を芸術の退廃の原因と考えてマルクス主義に基盤を求め、それにジャーナリス

トの P.L.ターク（Pieter Lodewijk Tak）が共鳴する57。P.L.タークは、1895 年に『クロニ

クル』誌（De Kroniek）を創刊し、編集長を務めた58。『クロニクル』誌は『新道案内』誌

に相対する立場をとり、歴史家のヨハン・ハイツィンハ（Johan Huizinga）、画家・詩人・

美術評論家のヤン・フェト（Jan Veth）、作曲家のアルフォンス・ディーペンブロック

（Alphons Diepenbrock）、画家のアントーン・デルキンデレン（Antoon Derkinderen）、

ヤン・トーロップ（Jan Toorop）、R.N.ローラント・ホルスト（R.N. Roland Holst）、その

妻で詩人のヘンリエッテ・ローラント・ホルスト（Henriette Roland Holst）、芸術家のマ

リウス・バウエル（Marius Bauer）、社会民主主義者のヘンリ・ポラーク（Henri Polak）、

そしてベルラーヘなどの投稿者たちの受け皿となった59。『クロニクル』誌の周囲の人々は、

個人主義に対抗し、芸術は社会にコミットすべきであると考えた人々であったことを、『ク

ロニクル』誌に掲載された投稿文の表題がよく表している60。 

『新道案内』誌における議論は、芸術が社会に関わるべきか否かという議論であったが、

『クロニクル』誌の投稿者たちにとっては、芸術が社会に関わることについては既にそう

すべきであるという結論が出ていたのであり、議論は、その関与がいかなる形態を取るべ

きなのかという方法論上の問題となっていた。この点ついては第3章の3-4-1で考察を行う。 
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小括 

 

19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、オランダは経済、政治、人口、インフラ、宗教、

文化等のあらゆる側面において急激な変化を経験した。特に 1890 年代以降は、オランダ社

会が大きく転換した時期であった。そうした変化は、近代化を遂げた他の国家と似た側面

を持っていた。オランダの工業化は、後背地であるドイツの工業化の恩恵を受けて、また、

1849 年以来の自由主義政権による近代化政策と産業基盤整備を経て行われたとされている

が、蘭領東インド（現インドネシア）において原住民に課した強制労働から得られた莫大

な利益がオランダ国内のインフラとしての輸送網の建設を可能にしたということも示され

た。いずれにせよ、工業化の結果としてオランダは経済力を強めていった。政治的には、

1848 年の憲法改正以降、自由主義、プロテスタント、カトリックの三大勢力により議会制

民主主義の政治が行われたが、工業化や農業恐慌や農業不況に伴う飢餓、急速な都市化が

生んだコレラやインフルエンザ等の疾病、失業等が発生し、社会問題となり、特にアムス

テルダムをはじめとするオランダ北部において労働運動や社会主義運動を生み出した。

1860 年代から徐々に労働組合運動が活発化し、1890 年代には社会主義政党が発足し、議会

に加わるまでに至った。急激な都市への人口集中は、都市のスラム化を生むとともに、慢

性的な住宅不足をもたらした。1902 年の「住宅法」の成立後、住宅における投機的要素

を排除し、住宅建設のみを目的とした協同組合運動が活発化し、住宅建設に建築家が参

与する機会が生まれた。自治体が都市問題に直接関与することが認められ、中でもアム

ステルダム市は 1905 年に「建築条例」を定め、居住環境の水準とともに、美的水準を

定めた。1914 年以降は、社会民主主義労働者党（SDAP）が住宅建設に大きく関って

いった。第一次世界大戦によって民間の住宅産業は崩壊の危機に瀕し、代わって自治体

が実質的に住宅建設を担う存在となった。文芸運動は政治・経済と連動する側面を持っ

ていた。「80 年代の運動」は、資本主義的近代化をオランダ文化再生の好機と捉える文芸

復興運動であり、その特徴は極端な個人主義とロマンティシズムに芸術の基盤を求めたも

のであったのに対し、「90 年代の運動」は、資本主義を芸術の退廃の原因と考えてマルクス

主義、社会民主主義に基盤を求めるとともに、芸術は社会に奉仕するべきであるという理

念を持ち、「コミュニティ・アート」を追求するものであった。 
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